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●
雑
草
・
青
立
株
は

除
去

　

収
穫
に
あ
た
り
、
事
前
に
雑

草
や
青
立
株
を
抜
き
取
り
、
畦

間
の
雑
草
は
刈
払
機
等
に
よ
る

除
去
を
行
う
な
ど
、
汚
染
粒
の

発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
適
期
刈
取

　

葉
が
完
全
に
落
ち
て
莢
が
茶

褐
色
に
な
り
、
振
る
と
カ
ラ
カ

ラ
音
が
す
る
よ
う
に
な
る
と
収

穫
時
期
で
す
。
子
実
水
分
が
エ

ン
レ
イ
で
二
二
％
、
オ
オ
ツ
ル

で
二
〇
％
に
な
っ
た
ら
収
穫
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
は

子
実
が
乾
い
た
時
間
帯
（
午
前

十
時
～
午
後
四
時
）
に
行
い
、

土
や
雑
草
の
混
入
や
機
械
内
で

の
詰
ま
り
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

早
刈
り
は
水
分
が
高
い
た

め
、
汚
損
粒
や
破
砕
粒
の
原
因

に
な
り
、
刈
り
遅
れ
は
子
実
の

光
沢
低
下
や
し
わ
粒
増
加
の
要

因
と
な
る
の
で
、
適
期
収
穫
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
コ
ン
バ
イ
ン
調
整

　

刈
り
は
じ
め
に
は
刈
取
高

（
一
〇
㌢
以
上
）
や
速
度
、
脱

大豆

穀

選

別
・

排

塵

調

整

等

の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
収
穫
ロ
ス

の
低
減
や
安
全
作
業
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

●
乾
燥
調
製

　

水
分
は
一
四
・
五
％
に
仕
上

げ
ま
す
。
急
激
な
乾
燥
は
、
し

わ
粒
や
皮
切
れ
粒
の
発
生
原
因

と
な
る
の
で
通
風
乾
燥
す
る
か

気
温
プ
ラ
ス
五
℃
以
内
の
送
風

温
度
で
、
乾
燥
速
度
は
毎
時
乾

減
率
〇
・
三
％
以
下
で
行
い
ま

し
ょ
う
。
選
別
は
適
正
流
量
で

行
い
、
被
害
粒
が
混
ざ
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

乾
燥
調
製
は
、
Ｊ
Ａ
大
豆
乾

燥
調
製
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。●

排
水
第
一
で　
　

万
全
に

　

水
田
跡
で
の
栽
培
は
、
湿
害

を
防
ぐ
た
め
に
稲
刈
り
直
後
か

ら
排
水
対
策
を
行
い
ま
す
。
水

口
は
し
っ
か
り
止
め
ま
す
。
額

縁
排
水
溝
を
掘
り
、
排
水
溝
と

排
水
口
は
確
実
に
連
結
さ
せ
、

圃
場
の
乾
き
を
促
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

大麦

●
土
壌
改
良
材
と

有
機
物
の
散
布

　

麦
は
水
稲
よ
り
も
高
い
ｐ

Ｈ
を
必
要
と
し
ま
す
。
ｐ
Ｈ

六
・
〇
の
確
保
を
目
標
に
石
灰

質
資
材
を
耕
起
前
に
施
用
し
ま

す
。
ま
た
、
水
田
跡
は
有
機
物

の
分
解
に
よ
る
地
力
の
消
耗
が

激
し
い
の
で
、
地
力
維
持
の
た

め
に
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を
積

極
的
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　

十
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
播
種
作
業
を
行
い
ま
す
。
生

育
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
乾

い
た
圃
場
か
ら
開
始
し
ま
す
。

基
肥
施
用
、
耕
起
、
作
溝
、
播

種
、
除
草
（
土
壌
処
理
）
の
一

連
作
業
を
一
日
で
行
い
ま
す
。

作
業
後
は
排
水
溝
が
排
水
口
ま

で
連
結
し
て
い
る
か
、
再
度
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

2012ー９　№460 2012ー９　№460牡羊座　３／ 21 ～４／ 19　10月の運勢

【全体運】気持ちが揺れ動きやすいよう。迷ったら信頼できる人に相談すると吉。リフレッシュにはハイキングに出掛けて
【健康運】次第に上向いてくる見込み。ぜひ運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】エノキ

牡牛座　４／ 20 ～５／ 20　10月の運勢

【全体運】あれこれ考え過ぎてしまう時期。心配ばかりするのはやめ、楽しいことに意識を向けて。読書をするのも刺激に
【健康運】小さなけがをしやすいので、気を付けて
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

品
質
向
上
の
基
本
は　
　
　

づ
く
り
か
ら

水稲　

登
熟
期
の
高
温
、
少
雨
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
成
熟
期
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
高
温
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
に
刈
取
り
計
画
を
立
て
、
籾
の
黄
化
状
況
を
確
認

し
、
胴
割
れ
米
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
乾
燥
に
よ
る

胴
割
れ
に
注
意

　

胴
割
粒
を
防
ぐ
た
め
、
乾
燥

前
の
籾
水
分
を
正
確
に
把
握

し
、
乾
燥
温
度
と
乾
燥
時
間
を

適
正
に
設
定
し
ま
す
。
特
に

初
期
の
籾
水
分
が
低
い
場
合

（
二
五
％
未
満
）
や
乾
燥
時
の

気
温
が
高
く
、
湿
度
が
低
い
場

合
は
、
通
風
の
み
の
乾
燥
、
も

し
く
は
、
送
風
温
度
を
基
準
よ

り
五
℃
程
度
低
く
し
、
乾
燥
速

度
を
〇
・
六
％
／
時
以
内
に
抑

え
る
。

●
稲
刈
り
後
の
田
ん
ぼ

　

稲
が
お
米
と
し
て
巣
立
っ
た

あ
と
の
田
ん
ぼ
は
、
養
分
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
い
ま
す
。
来
年

分
の
力
を
蓄
え
さ
せ
て
あ
げ
る

た
め
、
土
壌
改
良
材
（
土
改
材
）

と
有
機
物
の
施
用
と
秋
起
こ
し

で
田
ん
ぼ
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ

う
。

①
土
壌
酸
度
の
矯
正
や

不
足
養
分
の
補
給

　

土
壌
改
良
材
は
毎
年
必
ず
施

用
し
て
、
稲
作
を
繰
り
返
し
て

酸
化
が
進
ん
だ
田
ん
ぼ
を
弱
酸

性
に
矯
正
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
ケ
イ
サ
ン
は
、
稲
が
ど

ん
ど
ん
土
か
ら
吸
い
上
げ
る
成

分
な
の
で
、
収
穫
終
了
後
は
田

ん
ぼ
に
不
足
が
ち
に
な
っ
て
い

ま
す
。
稲
の
葉
や
根
を
丈
夫
に

す
る
、
フ
ェ
ー
ン
時
に
水
分
の

蒸
発
を
防
ぐ
、
土
壌
ｐ
Ｈ
を
高

め
る
な
ど
、
稲
が
生
育
し
や
す

い
環
境
の
基
礎
を
作
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
「
ケ

イ
カ
ル
」
「
米
取
け
い
さ
ん
鉄
」

「
シ
リ
カ
ロ
マ
ン
」
等
を
利
用

し
て
、
田
ん
ぼ
に
ケ
イ
サ
ン
分

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

②
有
機
物
の
す
き
込
み
作
業

　

有
機
物
は
土
の
中
で
分
解
が

進
む
と
腐
植
に
変
化
し
ま
す
。

腐
植
は
、
透
水
性
や
保
水
性
・

通
気
性
が
良
好
に
な
っ
て
稲
の

根
張
り
を
良
く
し
ま
す
。
ま

た
、
養
分
の
保
持
力
を
高
め
る

の
で
登
熟
歩
合
を
高
め
る
効
果

も
あ
る
の
で
、
有
機
物
は
土
改

材
と
併
せ
て
毎
年
施
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

稲
刈
り
で
出
た
ワ
ラ
や
籾
殻

な
ど
は
絶
好
の
有
機
物
で
す
。

こ
れ
ら
に
は
前
項
に
挙
げ
た
ケ

イ
サ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
燃
や
さ
ず
そ
の
ま
ま
す

き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

堆
肥
や
発
酵
け
い
ふ
ん
を
施

用
し
た
り
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ

な
ど
の
地
力
増
進
作
物
（
緑

肥
）
を
す
き
込
む
と
い
っ
た
方

法
も
、
腐
植
を
増
や
す
に
は
有

効
で
す
。

③
す
き
込
み
に
よ
る

酸
素
補
給
と
作
土
層
の
確
保

　

地
温
の
高
い
十
月
中
の
秋
起

こ
し
は
、
田
ん
ぼ
に
酸
素
を
含

ま
せ
る
の
で
土
中
の
微
生
物
の

活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
稲
わ
ら

や
籾
殻
な
ど
の
有
機
物
の
腐
熟

を
促
進
し
、
土
力
を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
作
土
層
の
確
保
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
一
度
に
深
く

掘
り
起
こ
す
の
は
難
し
い
の

で
、
秋
と
春
の
田
起
こ
し
セ
ッ

ト
で
作
土
を
一
五
㌢
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

●
水
は
け
も
良
好
に
す
る

　

秋
起
こ
し
を
し
た
田
ん
ぼ
は

排
水
溝
を
掘
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
雨
水
や
雪
解
け
水
が
停
滞
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
水

は
け
を
良
く
し
て
お
く
と
、
田

ん
ぼ
が
乾
い
て
稲
わ
ら
の
腐
熟

が
進
み
ま
す
。
ま
た
、
春
の
田

起
こ
し
が
取
り
組
み
や
す
く
な

り
ま
す
。

土
改
材
の
施
用
と
秋
起
こ
し
は

地
温
の
高
い
う
ち
に

土改材を積極的に施用しましょう

◎堆肥の秋施用の例

◎主な土改材の特徴と施用量

資 材 名 資 材 の 特 徴
10ａ当り
施用量

ケイカル
稲体を丈夫にし、倒伏やいもち
病の抵抗性が増す。ｐＨを矯正。

ケイサン分　約30％
アルカリ分　約45％

160 ～ 200kg

米取けいさん鉄
秋落ちしやすい砂質浅耕土等の
鉄分を補給。

ケイサン分　約25％
アルカリ分　約36％

60 ～ 80kg

シリカロマン
りん酸・苦土・鉄などをバラン
ス良く配合した複合資材。

ケイサン分　約25％
アルカリ分　約45％

100kg

種 類
10a当り
施用量

牛ふん堆肥 ２ｔ

豚ふん堆肥 １ｔ

発酵けいふん 150kg

お
い
し
い
「
黒
部
米
」

の
基
本
は
土
づ
く
り

か
ら

栽
培
計
画
に
基
づ
い
て

播
種
し
ま
し
ょ
う



4� 2012ー９　№4602012ー９　№460 蟹座　６／ 22 ～７／ 22　10月の運勢

【全体運】性格のマイナス部分がクローズアップされがち。やたらと感情的にならないよう、冷静に。開運には清掃が最適
【健康運】徐々に下り坂。疲れをため込まないこと
【幸運を呼ぶ食べ物】カリン

双子座　５／ 21 ～６／ 21　10月の運勢

【全体運】レジャー運が盛り上がっています。人気プレイスポットに出掛けると、ストレス解消効果あり。観劇もお勧め
【健康運】食べ過ぎに注意を。適量が健康の秘訣
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンジン

平成24年産出荷契約米の概算金

種 類 銘 柄 等 級 概算金単価 備 考

う
る
ち
米

コシヒカリ

１等 14,000円
　
　

「
Ｊ
Ａ
米
」
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
「
一
般
米
」
は
三
百
円
／
俵
安
く
な
り
ま
す
。

　
　

検
査
手
数
料
五
十
円
／
俵
（
税
別
）
が
か
か
り
ま
す
。

２等 13,000円

３等 12,000円

てんたかく

１等 12,600円

２等 11,600円

３等 10,600円

てんこもり

１等 12,600円

２等 11,600円

３等 10,600円

その他

１等 12,100円

２等 11,100円

３等 10,100円

も
ち
米

新大正糯

１等 13,000円

２等 12,400円

３等 11,400円

その他

１等 11,500円

２等 10,900円

３等 9,900円

酒
米

その他

１等 14,000円

２等 12,600円

３等 11,600円

加
工
米

うるち米

１等 9,300円
検
査
手
数
料
五
十
円
／
俵
（
税
別
）

が
か
か
り
ま
す
。

２等 8,700円

３等 7,700円

備
蓄
米

うるち米

コシヒカリ

（てんたかく）てんこもり

１等 11,000円

２等 10,370円

３等 9,320円

（60㎏あたり、 消費税込）

生産者の皆様へ

平成23年産米共同計算仮精算金

品 種 名 等 級 仮精算金額

コシヒカリ

１等 1,020円

２等 1,000円

３等 1,000円

てんたかく
１等 900円

２等 1,100円

てんこもり １等 900円

その他
２等 400円

３等 300円

（参考）

全農の平成23年産米仮精算金は

コシヒカリ１等　526円／俵

　　　　　２等　896円／俵

　　　　　３等　846円／俵

（60㎏あたり、 消費税込）

★農作業安全

熱中症予防も忘れずに！
・水分と塩分をこまめに補給
・作業は朝夕の涼しい時間に
・通気性のよい服装と帽子を着用

・首筋を冷して体温低下
・家族に作業場所と帰宅時刻を伝言
・ハウスは遮光し、風通し良く

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
実
施
中

本格的な稲刈りシーズンとなり、農作業中の事故が相次いで発生しています。

富山県では、コンバインによる事故が九月だけで二件発生しており、死亡者も

出ています。

農作業中は、体調管理・安全確認をしっかりしましょう。

安
全
確
認
徹
底
で
家
族
と
農
業
を
守
ろ
う
！

・日頃から自己健康管理をしっかりとする。無理せず、こまめに休息

をとる。

・万一の事故に対しての備えをあらかじめしておく。

・機械の保守点検・整備を定期的に励行するとともに、使用基準を遵

守する。

・作業は一人ではなく、複数でコミュニケーションを取りながら行う。

・圃場間の移動、圃場と自宅間の移動時は、路肩と他の車両に注意す

る。

・ヒヤリとしたこと、ハッとしたことを話し合い、互いに注意喚起し

あう。

実施期間

９月１日

～ 10月31日



6� 2012ー９　№460 2012ー９　№460乙女座　８／ 23 ～９／ 22　10月の運勢

【全体運】落ち着いた心境で過ごせる月。やるべき作業を済ませたら、プライベートの充実に力を注いで。音楽鑑賞も幸運
【健康運】評判の健康術を試すと、うれしい発見あり
【幸運を呼ぶ食べ物】リンゴ

獅子座　７／ 23 ～８／ 22　10月の運勢

【全体運】コミュニケーション運が活性化。順調に人間関係の輪を広げられそう。趣味の集まりなどには、まめに顔を出して
【健康運】最初は低めですが、ゆっくり回復の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】ボラ

刈跡処理には
◇使用倍率

50倍液
◇散布時期

８月 ９月 10月 11月

｝｝コシヒカリ収穫 ラウンドアップ散布適期
稲刈後、雑草が再生してから

生育が停止するまで

◇注意点
・稲刈り後雑草が十分な草丈になってから散布する

・散布時期が遅くなると雑草の生育が止まるので散

布適期に散布する

10㌃あたり
薬量：１ℓ
水量：50ℓ

ツキノワグマの出没注意情報
●木の実の結実状況について

富山県が実施した、秋の熊の主食と考えられるブナ、ミズナラ、コナラの実の豊凶調査（結

実状況調査）によると、平野部への大量出没のあった平成22年と同様に悪い結果となって

います。

（ブナは凶作、ミズナラは凶作～不作、コナラは不作～並作）

●出没注意情報について

今年は、標高が高い所に生育するブナが凶作であることから、クマが食べ物を求めて標高の

低いところで活動することが予想されますので、山里の集落周辺や平野部においても、クマ

の出没に対して厳重な注意が必要です。

人身被害に遭わないために
①市町村の出没情報や県のホームページで公表しているクマ

の出没情報地図「クマっぷ」などを活用しよう。

②鈴やラジオを携行し、クマに自分の存在を知らせよう。

③朝夕のクマの活動時間や気象状況に気をつけよう。

④クマの目的となるゴミの除去や果樹の伐採を徹底しよう。

⑤クマの痕跡に気をつけよう。

※クマを目撃又は痕跡を発見した場合は市役所又は警察署ま

でご連絡をお願いします。
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【全体運】サービス精神を発揮すると運を呼び込むきっかけに。裏方的な役割も笑顔で引き受けて。レジャーは水辺が◎
【健康運】のんびりするのが一番。足湯がラッキー
【幸運を呼ぶ食べ物】伊勢エビ

天秤座　９／ 23 ～ 10 ／ 23　10月の運勢

【全体運】活発に動き回れるはず。未知のジャンルにトライするチャンスなので、積極的に！買い物は新製品に注目を
【健康運】嗜好品の摂取が増えそう。セーブが必要
【幸運を呼ぶ食べ物】サトイモ

「大きいが取れた！」
　暑い夏、小学校のプールで
いっぱい遊んで、真っ黒に
日焼けした11人のぞう組さ
んたち。今回、ＫＵＵファー
マーズの方と一緒に枝豆の
収穫を体験しました。根っこ
の引き抜き方や豆のもぎ取
り方を丁寧に教えてもらい、
楽しむことができました。

百
八
十
二
袋
す
べ
て
が
一
等
に

格
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
の
農
産
物
検
査

員
が
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
、
形

質
や
水
分
量
な
ど
を
調
べ
ま
し

た
。

　

今
年
は
八
月
半
ば
以
降
の
高

温
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
品
質
は
平
年
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の

平
成
二
十
四
年
度
水
稲
生
育
概

況
に
よ
る
と
、
穂
数
が
や
や
少

な
い
こ
と
か
ら
籾
数
は
平
年
並

み
か
ら
や
や
少
な
い
と
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
登
熟
期
間
の
日

射
量
が
多
か
っ
た
た
め
、
登
熟

は
良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
品
質
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
適
期
刈
り
取
り
と

適
正
な
乾
燥
調
製
に

よ
り
一
層
の
徹
底
が

必
要
と
の
こ
と
で

す
。

　

平
成
二
十
四
年
産
米
の
初
検

査
が
九
月
七
日
、
本
店
低
温
倉

庫
で
行
わ
れ
、
検
査
し
た
早
生

品
種
「
て
ん
た
か
く
」
二
千
三

細かく品質を検査しました

本
年
産
〝
黒
部
米
〟　

品
質
上
々

平
成
二
十
四
年
産
米　

初
検
査

　

昨
年
の
福
島
原
発
事
故
の
発

生
に
よ
り
、
食
へ
の
不
安
が
未

だ
残
る
中
、
Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
で
は

八
月
十
七
日
、
管
内
の
早
生
品

種
「
て
ん
た
か
く
」
の
放
射
性

物
質
収
穫
前
検
査
を
独
自
に
実

施
し
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、

サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
た
圃
場
九

カ
所
全
て
に
お
い
て
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
は
不
検
出
と
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
、
農
畜

産
物
・
水
産
物
の
放

射
性
物
質
汚
染
が
確

認
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
、
食
品
衛
生
法
に

基
づ
く
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
暫
定
規
制
値

が
大
幅
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
、
富
山
県
は
国
の

検
査
対
象
か
ら
外
れ

て
い
る
も
の
の
、
Ｊ

Ａ
く
ろ
べ
で
は
生
産

者
や
消
費
者
へ
黒
部

米
の
「
安
全
・
安
心
」

を
明
ら
か
に
し
、
産

地
と
し
て
の
「
責
任
」
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
独
自
に
実
施
。

　

検
査
は
、
収
穫
前
と
収
穫
後

の
二
回
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
つ
い
て
も

同
様
の
検
査
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
食
品
衛
生
法
で

は
、
暫
定
基
準
値
の
一
〇
〇
ベ

ク
レ
ル
を
超
え
る
と
隔
離
処
分

と
な
り
ま
す
。

検査した圃場全てで「不検出」となりました

安
全
・
安
心
な
〝
黒
部
米
〟
を

管
内
に
お
け
る
放
射
性
物
質
収
穫
前
検
査

最
優
秀
賞
再
び
輝
く

夏
季
肉
牛
枝
肉
共
進
会

　

平
成
二
十
四
年
度
夏
季
肉
牛

枝
肉
共
進
会
が
八
月
三
日
、
富

山
食
肉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
肉
用
和
牛
の
部
で
舟
田

賢
悦
さ
ん
（
若
栗
）
の
去
勢
牛

●８月３日　　　　平成24年度夏季肉牛枝肉共進会

●８月８日　　　　ＪＡくろべ年金友の会連絡協議会

●８月17日　　　　管内における放射性物質収穫前検査

●８月25日　　　　ＪＡ共済アンパンマン交通安全キャラバン

●９月７日　　　　平成24年産米初検査

会
員
の
輪
を
広
げ
よ
う

年
金
友
の
会
連
絡
協
議
会感謝状を受ける伊東さん（右）

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
年
に
一
度
生
産
者

の
肥
育
技
術
の
向
上
や
販
売
強

化
等
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
県
内
の
生
産
者

か
ら
五
十
六
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
、
四
年
ぶ
り
の
受
賞

と
な
っ
た
舟
田
さ
ん
は
、

「
年
齢
的
に
多
く
の
牛
を

育
て
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
一
頭
一
頭
我
が
子
の

よ
う
に
愛
情
を
込
め
て
育

て
て
い
る
と
、
自
然
に
感

情
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
。
そ
れ
が
一
番
の

醍
醐
味
で
、
こ
れ
か
ら
も

ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
」

と
更
な
る
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
舟
田
さ
ん

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う

Ｊ
Ａ
共
済
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
年
金
友
の
会
連

絡
協
議
会
が
八
月
八
日
、
パ
レ

ス
扇
寿
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

林
組
合
長
は
冒
頭
の
挨
拶

で
、
「
年
金
は
Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
金

融
業
務
の
重
要
な
大
き
な
柱
で

あ
る
」
と
述
べ
、
日
頃
の
各
地

区
「
年
金
友
の
会
」
の
活
動
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
三
年
度

事
業
報
告
と
今
年
度
の
事
業
実

施
状
況
に
つ
い
て
協
議
し
、
さ

ら
な
る
会
員
拡
大
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選

が
あ
り
、
長
年
、
会
長
と
し
て

尽
力
い
た
だ
い
た
大
布
施
地
区

の
伊
東
博
徳
さ
ん
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
新
会
長
に

は
、
下
立
地
区
の
長
谷
川
忠
治

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

魚
津
市
の
あ
り
そ
ド
ー
ム
で

八
月
二
十
五
日
、
新
川
地
区
の

五
Ｊ
Ａ
が
「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ

ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
を
開
催
し
、
来
場
し
た
親

子
は
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
学

び
ま
し
た
。

アンパンマンと一緒に
歌って踊って交通ルールを勉強

持ち込まれた「てんたかく」
からサンプルを採る検査員
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【全体運】頑固になりやすいので、柔軟性を忘れずに。人の意見には謙虚に耳を傾けて。心を静めるには深呼吸がベスト
【健康運】良質な眠りを心掛ければ、まずまず安定
【幸運を呼ぶ食べ物】サバ

射手座　11／ 23 ～ 12 ／ 21　10月の運勢

【全体運】好奇心旺盛になり、いろいろなことに興味を引かれる期間です。情報を集めてみて。新作映画を見るのも刺激に
【健康運】生活のリズムが乱れがち。改善に努めて
【幸運を呼ぶ食べ物】ナメコ

農
業
っ
て
楽
し
い
な

～
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
農
家
一
泊
体
験
～

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
農
家

一
泊
体
験
が
八
月
三
日
・
四
日

の
二
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、

田
家
小
学
校
の
四
～
六
年
生

十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
大
布
施
の
大
川

え
み
子
さ
ん
の
畑
で
ト
マ
ト
の

収
穫
や
直
売
所
を
見
学
。
村
椿

の
島
富
子
さ
ん
の
モ
モ
畑
で
は

モ
モ
を
収
穫
、
そ
し
て
荒
俣
営

農
組
合
で
は
、
ニ
ラ
の
選
別
や

袋
詰
め
を
体
験
。
こ
の
後
、
Ｊ

Ａ
く
ろ
べ
管
内
の
七
軒
の
農
家

に
宿
泊
し
、
食
事
づ
く
り
や
ま

き
運
び
な
ど
を
体
験
し
た
り
、

受
入
農
家
の
家
族
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
若
埜
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
受
入
農
家
の
方
と

一
緒
に
ニ
ラ
入
り
餃
子
や
ご
は

ん
の
ケ
ー
キ
、
デ
ザ
ー
ト
を
作

り
ま
し
た
。

ニラの選別作業を行う児童

『家の光』10月号の読みどころ
〈特集〉
子どもはむらの宝
　農村は、子育てにとって恵まれた環境。子ど

もが地域の中で見守られながら育つことのよさ

を伝えます。

【
児
童
感
想
文
】

　

ぼ
く
は
農
家
一
泊
体
験
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
野
菜
生
産
農
家
の

大
川
え
み
子
さ
ん
の
家
へ
行

き
、
ト
マ
ト
、
モ
モ
な
ど
の
収

穫
を
行
い
ま
し
た
。
ト
マ
ト
は

家
で
見
る
の
よ
り
、
二
倍
、
三

倍
大
き
か
っ
た
の
で
、
す
ご
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
モ
モ
生
産
農
家
の
島
富

子
さ
ん
の
家
へ
行
き
、
モ
モ
の

収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
モ

モ
は
両
手
で
モ
モ
を
お
さ
え

て
、
収
穫
す
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

　

次
に
荒
俣
営
農
組
合
で
ニ
ラ

の
選
別
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

ニ
ラ
の
選
別
で
は
、
一
束
五
〇

㌘
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
少
し
む
ず
か
し
か
っ

た
で
す
。

　

そ
の
後
、
受
入
農
家
の
吉
田

受入農家と一緒にごはんのケーキ作り

　ＪＡくろべ女性部では、新幹線開通に向けて黒

部の特産品づくりをしようと、８月23日に若埜ふ

れあいセンターで餃子作りを行いました。

　地場産のアルギットにらや名水ポーク、玉ねぎ

を使って、にら餃子やくるみ寿司など５品を丁寧

に作りました。

　まだまだ試作段階ですが、黒部の特産品となる

よう頑張っていきたいと思います。

●材料（４人分）
米･････････････････････２合
里芋･････････････････ 200g
　　かつおだし･･･小さじ１1/2
　　水･････････････２カップ
　　濃口しょうゆ･･･大さじ１
　　酒･････････････大さじ１
カットわかめ･･･････････20g
ちりめんじゃこ･････1/3カップ
にんじん･･･････････････�0g
白ごま･･･････････大さじ１1/2

里芋ご飯

カットわかめ
　弾力性のある三陸産わか
めを乾燥し、食べやすいサ
イズにカットしました。
　　30g×２袋　848円

ご注文はアグリプラザ東
（☎65-9100）まで

●作り方
❶米は炊く�0分～１時間前に洗
い、ざるに上げて水気をきって
炊飯器に入れ、Ａを加える。
�❷わかめは水で戻しておく。
❸里芋は皮をこそげとって洗
い、一口大に切る。にんじんは
いちょう切りにする。
❹炊飯器にＢを加え、②と③と
ちりめんじゃこを米の上にの
せ、炊く。
❺炊き上がったら、サックリと
切るように混ぜて、白ゴマを混
ぜて器によそう。

Ａ

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て作

り
ま
し
た

　第２回女性大学が８月24日にＪＡくろべ本店調理

室で行われました。

　夏野菜を使った農産加工をテーマとし、生活指導

員が講師となり、きゅうりの佃煮、トマトケチャッ

プ、米粉のソフトを作りました。参加者は「きゅう

りやトマトがたくさんあるから家で作ってみるわ」

と話していました。

　また、商品研修ではヨシノ北陸より金属多層鍋を

使い、玄米や大学いも、トマトのジャムなど７品の

実演がありました。

Ｂ

女性部これから

９月28日　朝ごはん食べよう運動

10月11日　ＪＡクッキング教室（村椿）

　　12日　ＪＡクッキング教室（浦山・若栗）

　　20日　ＪＡ新川地区女性大会・家の光大会

特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
部
員

邦
子
さ
ん
の
家
へ
行
き
ま
し

た
。
吉
田
さ
ん
の
家
に
は
、
男

の
子
の
お
孫
さ
ん
が
二
人
い

て
、
そ
の
子
た
ち
と
ぼ
く
と
さ

つ
き
さ
ん
で
野
球
を
し
ま
し

た
。
野
球
は
初
め
て
だ
っ
た
け

ど
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

夕
ご
飯
は
カ
レ
ー
で
し
た
。
ぼ

く
は
二
は
い
食
べ
ま
し
た
。
食

後
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
こ
お
ら

せ
た
物
が
出
て
、
食
べ
て
み
る

と
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

吉
田
さ
ん
の
家
族
七
人
と
さ

つ
き
さ
ん
と
ぼ
く
の
九
人
で
食

べ
ま
し
た
。
こ
ん
な
大
人
数
で

食
べ
る
の
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
、
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で

す
。

　

次
の
日
は
九
時
に
吉
田
さ
ん

の
家
の
人
た
ち
に
お
別
れ
を
し

て
、
若
栗
の
公
民
館
に
行
っ

て
、
ご
飯
の
ケ
ー
キ
と
ニ
ラ
餃

子
作
り
を
し
ま
し
た
。
ニ
ラ

餃
子
は
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、

も
っ
と
食
べ
た
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
こ
の
体
験
を
し
て
農

業
っ
て
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い

も
の
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
も
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
。

五
年　

笠
原
匠
人

わたしたちは負けない
　放射性物質対策と風評被害、２つの大きな逆

境に立ち向かう農家とＪＡの奮闘を伝えます。

絶品！柿＆干し柿レシピ
　柿を使った新レシピや絶品干し柿、加工品な

どの作り方を取材します。

黒
部
の
特
産
品
づ
く
り

に
向
け
て

夏
野
菜
で

保
存
食
作
り

10月号　定価600円（税込）　　お申込みは、各支店経済センターへ
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【全体運】行動力が高まり、視野が広がっていく予感。今まで関心のなかった分野に意識を向けて。ウォーキングも刺激に
【健康運】少しずつ上昇。どんどん体を動かして
【幸運を呼ぶ食べ物】ラッカセイ

魚座　２／１9～３／ 20　10月の運勢

【全体運】マイナス思考でエネルギーの無駄遣いが多くなる気配。楽天的な発想を。気分転換にはマッサージが効果的
【健康運】前半は好調。後半は準備運動を徹底して
【幸運を呼ぶ食べ物】ギンナン

九
月
二
十
五
日

ごはんぢゃワン

クロスワードパズル

①
住
所
②
氏
名
③
答
え
④
本
誌
に
関
す
る
ご
意
見
を
お
書
き
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
支
店
窓
口
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
あ
て
先
】
〒
９
３
８-

０
０
４
２ 

黒
部
市
天
神
新
２
１
０-

１　

Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
総
務
課
行　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
６
５
）
５
４-

４
３
３
４

正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
３
名
の
方
に

『
ご
は
ん
ぢ
ゃ
ワ
ン
グ
ッ
ズ
』

　
　
　
　
　

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

（前沢）

有
あり

　倉
くら

　康
こう

　平
へい

さん（荻生・21歳）

　優しいお兄ちゃんは、かわいい妹が大好きです。

　バスで小学校に行っているひびきを、ゆうちゃんは

毎日手を振って見送っています。早く一緒に小学校に

行きたい二人です。

お父さん　武史さん　お母さん　恵さん

山
やま

本
もと

　響
ひび

生
き

くん　 （長男　６歳）

　　　結
ゆ

月
づき

ちゃん （長女　４歳）

【前回の答え】アカトンボ
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

※
締
切
10
月
10
日

Ａ～Ｅの二重枠に順に並べてできる言葉は何でしょうか？

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
し
っ
ぽ
を
切
っ
て
逃
げ
る
生
き
物

②
や
っ
ぱ
り
自
分
の―

が
落
ち
着
く
な
あ

④
地
球
の
表
面
の
お
よ
そ
三
割

⑤
綱
引
き
や
玉
入
れ
で
競
う―

会

⑥
ふ
か
し
芋
を
作
る
と
き
使
い
ま
す

⑧
目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

⑪
鍋
物
に
入
れ
る
魚
肉
の
団
子

⑬
太
鼓
や
木
琴
、
シ
ン
バ
ル
な
ど

⑭
風
を
受
け
て
水
の
上
を
進
み
ま
す

⑮―

マ
ツ
タ
ケ
、
味
シ
メ
ジ

⑰
三
人
組
の
こ
と

⑲
凹
が
オ
ウ
な
ら
凸
は

�
「
幸
水
」「
新
高
」
な
ど
の
品
種
が
あ

り
ま
す

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
屋
根
に
落
ち
た
雨
水
を
地
面
ま
で
導

き
ま
す

③
肥
料
の
三
要
素
の
一
つ
、
Ｋ
の
こ
と

⑦
釣
り
針
の
先
に
は
こ
れ
が
付
い
て
い

る
こ
と
が
多
い

⑨
危
う
き
に
は
近
寄
り
ま
せ
ん

⑩
串―

、―

丼
、―

カ
レ
ー

⑫
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
に
使
わ
れ
て

い
た
器

⑬
参
勤
交
代
の
時
に
は
行
列
を
整
え
ま

し
た

⑮
前
田
利
家
が
藩
祖
の
藩

⑯
人
気
店
の
前
に
で
き
る

⑱
妻
と
連
れ
添
い
ま
す

⑳
秋
深
き―

は
何
を
す
る
人
ぞ

�
気
体
は
ガ
ス
、
液
体
は―

�
海
で
満
ち
た
り
引
い
た
り
す
る
も
の

と　き　10月 27日(土)

 28日(日)

ところ　ＪＡくろべ本店

第36回

農業祭
みなさんのご来場
　　お待ちしております！

オ
ン
・
オ
フ
の
切
り
替
え
を

　

「
人
の
命
に
関
わ
る
仕
事
が

で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」

と
情
熱
を
持
っ
て
話
す
の
は
、

最
近
潜
水
士
の
試
験
に
受
か
っ

た
、
消
防
士
の
康
平
さ
ん
。

「
も
っ
と
い
ろ
ん
な
資
格
を
取

得
し
て
、
幅
の
広
い
消
防
士
に

な
り
た
い
」
と
、
康
平
さ
ん
の

挑
戦
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

消
防
や
救
急
の
現
場
は
、
時

に
は
悲
惨
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、

精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
大
変

な
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
「
助
け
た
人
に
『
あ
り

が
と
う
』
と
言
っ
て
も
ら
え
た

と
き
に
は
、
何
よ
り
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
」
と
、
辛
い
こ
と

も
苦
に
せ
ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

康
平
さ
ん
で
す
。

　

休
日
は
、
遊
び
に
野
球
に
、

行
動
派
。
最
近
は
所
属
す
る
野

球
部
で
富
山
県
代
表
と
し
て
全

国
大
会
に
出
場
。
「
来
年
も
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　

「
子
供
が
好
き
な
の
で
、
将

来
は
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
た

い
」
と
家
庭
的
な
一
面
も
。
い

つ
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
、
夢
に
向

か
っ
て
努
力
を
惜
し
ま
な
い
康

平
さ
ん
で
す
。

短
歌

清
冽
な
水
に
さ
ら
し
た
水
だ
ん
ご

幼
き
こ
ろ
の
盆
の
味
わ
い�
河
田　
　

稔

一
筆
箋
「
う
ち
の
畑
の
ス
イ
カ
で
す
」

文
添
え
く
れ
て
ひ
と
き
わ
甘
し�

福
島　

美
子

障
子
戸
に
ふ
う
せ
ん
か
ず
ら
の
影
や
さ
し

暑
さ
続
く
も
秋
立
つ
朝

あ
し
た�

山
口　

桂
子

あ
の
形
相
一
変
し
金
に
綻
び
ぬ

目
も
口
元
も
レ
デ
ィ
ー
松
本�

中
村
よ
し
ゑ

散
水
に
逃
げ
る
小
蛙
追
う
よ
う
に

か
す
か
に
生
れ
し
虹
の
七
色�

女
川　

節
子

早
稲
植
え
の
出
穂
の
さ
緑
そ
よ
が
せ
て

田
面
を
渡
る
風
の
道
見
ゆ�

山
口　

吉
政

青
み
帯
ぶ
僧
ヶ
岳
の
上
に
入
道
の

雲
わ
き
立
ち
て
梅
雨
は
明
け
た
り�

廣
瀬　

春
美

海
原
に
沈
み
ゆ
く
陽
を
揚
げ
な
む
と

白
綱
曳
き
し
ジ
ェ
ッ
ト
機
耀
ふ�

東
狐　

義
之

俳
句

片
蔭
の
石
の
暗
さ
や
忠
魂
碑�

高
嶋　

愛
子

や
み
く
も
に
お
ど
ろ
か
す
池
の
雨
蛙�

田
村　

勝
子

名
月
へ
か
ぐ
や
姫
と
添
ひ
ゆ
か
ん
か
な�

尾
山
与
四
夫

凌
霄
花
朝
に
花
を
こ
ぼ
し
け
り�

丸
田
美
恵
子

炎
天
を
来
て
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
デ
ザ
ー
ト
に�

堀　
　

ち
え

ひ
ら
ひ
ら
と
ま
昼
音
な
く
黒
揚
羽�

山
口　

忠
行

緑
蔭
に
南な

無む

釋し
ゃ

迦か

牟む

尼に

仏
へ
の
蝉
時
雨�

角
井　

孝
通

侘
助
の
子
蛙
狙ね

ら

う
赤
蝮

ま
む
し�

田
中　

正
夫

蝉
穴
に
羽
化
へ
の
温
み
残
し
た
り�

若
林　

伊
義

爽
や
か
や
同
級
会
み
な
富
山
弁�

内
橋
は
る
み
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八
月
二
十
八
日
（
火
）

◆
付
議
事
項

第
一
号
議
案　

資
産
査
定
結
果

及
び
貸
倒
引
当
金
の
計
上
に

つ
い
て

　

平
成
二
十
四
年
上
半
期
末
の

資
産
の
自
己
査
定
結
果
を
報
告

し
、
貸
倒
引
当
金
の
計
上
に
つ

い
て
協
議
し
承
認
し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案　

上
半
期
決
算
に

つ
い
て

　

当
組
合
並
び
に
子
会
社
三
社

の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

に
よ
り
平
成
二
十
四
年
度
上
半

期
（
二
～
七
月
）
の
決
算
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
承
認
し
ま
し

た
。

第
三
号
議
案　

不
祥
事
再
発
防

止
策
（
兼
整
備
計
画
）
に
つ

い
て

　

不
祥
事
の
再
発
防
止
策
を
強

化
す
る
た
め
、
今
後
取
組
む
べ

き
抜
本
的
な
「
再
発
防
止
策

（
兼
整
備
計
画
）
」
を
策
定
し
、

再
発
防
止
の
定
着
に
向
け
た
取

組
み
の
実
践
を
徹
底
し
て
い
く

こ
と
と
併
せ
て
、
こ
の
再
発
防

止
策
を
全
国
農
協
中
央
会
及
び

農
林
中
央
金
庫
へ
提
出
す
る
こ

と
を
承
認
し
ま
し
た
。

第
四
号
議
案　

カ
ト
レ
ア
ホ
ー

ル
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
「
や
す
ら

ぎ
」
の
利
用
者
の
満
足
度
と
利

便
性
を
高
め
る
た
め
、
ご
遺
体

の
搬
入
か
ら
葬
儀
・
会
食
ま
で

全
て
が
完
結
で
き
る
施
設
と
し

て
、
ま
た
、
最
大
で
四
百
名
程

度
の
参
列
者
が
お
参
り
で
き
る

よ
う
、
本
館
の
改
修
工
事
施
工

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

第
五
号
議
案　

第
三
十
六
回
農

業
祭
開
催
計
画
に
つ
い
て

　

十
月
二
十
七
日
（
土
）
・
十

月
二
十
八
日
（
日
）
の
両
日
に
開

催
す
る
農
業
祭
の
企
画
に
つ
い

て
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

第
六
号
議
案　

平
成
二
十
四
年

産
米
に
関
す
る
放
射
性
物
質

の
検
査
に
つ
い
て

　

黒
部
米
の
安
全
・
安
心
を
明

ら
か
に
し
、
産
地
と
し
て
の
責

任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
当
組

合
独
自
の
平
成
二
十
四
年
産
米

の
放
射
性
物
質
検
査
の
実
施
に

つ
い
て
原
案
通
り
承
認
し
ま
し

た
。

第
七
号
議
案　

平
成
二
十
四
年

産
出
荷
契
約
米
に
係
る
概
算

金
単
価
の
決
定
及
び
概
算
金

の
支
払
い
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
四
年
産
出
荷
契
約

米
の
概
算
金
単
価
及
び
出
荷
契

約
数
量
に
基
づ
き
算
出
し
た
概

算
金
の
支
払
総
額
に
つ
い
て
原

案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

第
八
号
議
案　

平
成
二
十
四
年

産
出
荷
契
約
米
に
係
る
流
通

経
費
の
項
目
別
上
限
単
価
の

見
通
し
に
つ
い
て

　

米
穀
共
同
計
算
規
程
の
定
め

に
よ
り
、
明
示
す
べ
き
平
成
二

十
四
年
産
出
荷
契
約
米
に
係
る

流
通
経
費
の
項
目
別
上
限
単
価

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
原
案
通

り
承
認
し
ま
し
た
。

第
九
号
議
案　

組
合
員
の
出
資

口
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

第
十
号
議
案　

平
成
二
十
三
年

産
出
荷
契
約
米
共
同
計
算
仮

精
算
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
三
年
産
出
荷
契
約

米
の
共
同
計
算
に
伴
い
、
原
案

通
り
仮
精
算
を
行
う
こ
と
を
承

認
し
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項

一
、
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退

に
つ
い
て

二
、
七
月
度
事
業
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

三
、
資
金
運
用
に
関
す
る
報
告

に
つ
い
て

四
、
平
成
二
十
四
年
度
第
２
・

四
半
期
内
部
監
査
報
告
に
つ

い
て

五
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
係

る
実
践
報
告
及
び
自
主
検
査

報
告
に
つ
い
て

六
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
践
計
画
進
捗
状
況

報
告
に
つ
い
て

七
、
平
成
二
十
四
年
度
（
第

２
・
四
半
期
）
苦
情
等
対
応

処
理
に
つ
い
て

八
、
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
駐
車
場

造
成
工
事
に
伴
う
入
札
結
果

に
つ
い
て

九
、
農
業
者
年
金
被
保
険
者
及

び
受
給
権
者
数
の
報
告
に
つ

い
て

十
、
平
成
二
十
三
年
産
米
販
売

数
量
報
告
に
つ
い
て

十
一
、
そ
の
他

総
務
・
信
用
担
当

　
　
　
　

理
事
委
員
会

八
月
十
六
日
（
木
）

一
、
不
祥
事
に
係
る
役
員
責
任

に
つ
い
て

施
設
・
組
織
整
備

　
　
　
　

検
討
委
員
会

八
月
十
六
日
（
木
）

一
、
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
改
修
工

事
に
つ
い
て

９月
28日　定例理事会

10月
５日　税務・法律相談日

　　　（午後２時～／本店）

15日　ファミリー活動

　　　（～16日）

年金相談会        のお知らせ
　誕生月に「年金定期便」が郵送
されてきます。
　あなたの年金、もう一度確かめ
てみませんか？
【日程】	10月20日（土）

東部支店（☎65-7200）

	 10月21日（日）
南部支店（☎54-5454）

	 11月４日（日）
北部支店（☎54-0034）

【時間】	午前９時～午後１時
　　　*ご都合の良い時間帯にご来店下さい。

第22回　ＪＡくろべ

ゴルフ大会参加者募集!!

日　時：10月19日(金)
　　　　　 ９：00 ～
場　所：魚津国際
　　　　カントリークラブ
対象者：組合員(家族含む)
参加費：3,000円
(プレー料、飲食代等は個人負担)

９月28日(金)申込締切
（但し、先着80名で締切）
各支店に
　　  お申し込みください。
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協同の力 （平成24年７月末日）（　）は前年同月比

正組合員数　 　　 4,434人　（－46人）
　　（正組合員戸数　3,668戸）（－27戸）
准組合員数　　　　 2,663人　（＋44人）
　　（准組合員戸数　2,293戸）（＋30戸）
みなさまの貯金高　　 590億7,314万円（101.4％）
みなさまへの貸出金　 121億9,253万円（ 94.0％）
長期共済保有高　　 2,022億4,011万円（ 97.8％）
購買品供給高　　　　　20億3,652万円（ 80.9％）
販売品販売高　　 　    3億4,587万円（ 65.0％）

　今回のマンスリーの取材で舟田さんにお話を聞いた

ところ、舟田さんは「牛の気持ちがわかるだけでなく、

牛も私が思っていることを理解してくれている」と言っ

ておられました。私も犬を飼っているので、その話に強

く共感。近年よく聞く、アニマルセラピー。動物が私

たちの気持ちを汲み取って、全てを受け止め癒してくれ

る。また、精神的な癒しだけでなく、血圧が下がった

り心臓病の進行が遅れたりするから不思議ですね。〈Ｓ〉
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